
大規模テストコレクションNTCIR－1とNTCIR－2－レコードから見た遠い一  

葉山和子 吉岡真治 神門典子  

国立情報学研究所（NII）  

（kuriyama，yOShioka，kando）＠nii・aC・jp   

概要．本稿では、大規模テストコレクションNTCIR－1とNTCIR－2および、NTCIRワークショップ2につ  

いて紹介し、NTCIR－1とNTCIR－2の文書レコードから見た遠いについて述べる。具体的には、レコードの長  

さ、その分布、異なり語数、その頻度などから、NTCIR－1と2の遠いについて考察する。  
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NTCIR Workshop．Wealso showdifferencesin therecords ofthe test collections from poin七ofview of  

Statisticaldata；1engthoftherecords，theirdistribution，numberofdi仔erentterms，theirfrequencies，andso  

On．  

1 はじめに   

1．1 NTCIRプロジェクト  

著者らは、国立情報学研究所（旧学術情報センタ  

ー）の「情報検索システム評価用テストコレクション  

構築」プロジェクトにおいて、情報検索システム評価  

用テストコレクションⅣTCIR（エンティサイル：NII－  

NACSIS Test Co11ection forInformation Retrieva，1  

SyStemS）の構築を行っている【12】。その過程におい  

て、1998年11月から1999年9月まで、テストコレク  

ション1（NTCIR－1）（予備版）を用いた評価型ワー  

クショップとしてNTCIRワークショップ1を開催し  

た軋憫，軋［9ト【叫，【11】。構築したテストコレクション  

1押TCIR－1）は、1999年11月から研究目的での使用  

に限って公開している。また、2000年5月から2001  

年2月までは、テストコレクション2（NTCIR－2）（予  

備版）を用いたNTCIRワークショップ2を開催し、  

NTCIR－2を構築中である。   

本稿では、NTCIRql、NTCIR－2、およぴNTCIRワ  

ークショップ2について紹介し、NTCIR－1とⅣTCIR－  

2の文書レコードから見た遠いについて述べる。具体  

的には、レコードの長さ、その分布、異なり語数、そ  

の頻度などから、NTCIR－1と2の遠いについて考察  

する。  

1．2 テストコレクションについて  

テストコレクションとは、情報検索システムの検索  

性能評価に用いられる実験用セバのことであり、（1）  

文書データベース、（2）検索課題辞、（3）各検索課題に  

対する正解文書の網羅的リスト、からなる。   

大規模テストコレクションとしては、TREC（Text  

REtrievalConference）［3＝13】が有名である。TREC  

の登場以降、情報検索システムの評価実験は大規模テ  

ストコレクションを使用したものが主流となり、大観  
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模なテストコレクションを使った実験を行わなければ、  

情報検索の国際的なコミュニティに受け入れられにく  

いというのが現状である。そのようが状況から、日本  

でも情報処理学会データベースシステム研究会のワー  

キンググループにより、日本語の新聞記事を対象とし  

たBMIR－Jl，J2【7げ構築されたが、文書の種類と数量  

を増やすという意味から、NTCIRプロジェクトが開  

始された。  

自動要約タスク（Au七omatic Tex七Summariza・   

tion Task）さ 毎日新聞の記事を用いて、日本語   

文書の自動要約を行う。目的は、日本語テキスト   

に対する要約データの蓄積と、自動要約システム   

の評価である。詳しいタスクの説明については、  

h七tp：／／gala紳・jaist・aC・jp：8000／tsc／を参照。   

2．2 日程  

2000年9月以降の主な日程は以下の通りである。   

2000年9月18日：日本語・英語検索タスクの検索結  

果提出  

2000年9月30日：中国語検索タスクの検索結果裸出  

2000年9月：自動要約タスクのドライラン  

2000年11月：自動要約タスクの評価  

2001年1月10日：中国語検索タスク、日本語・英語  

検索タスクの正解判定結果の通知  

2001年2月1日：成果報告会用仮論文の原稿摸出（全  

タスク）  

2001年2月21－23日：成果報告会  

2 NTCIRワークショップ2   

2．1 タスク  

NTCIRワークショップの各タスクの概要は以下の  

通りである。詳しくは、http：／／www・rd．nacsis・aC．jp／  

‾ntcadm／を参照されたい。   

中国語検索タスク（ChincseIRTasks）：中国語の単   

言語検索、および英語・中国語の言語横断検索。中国   

語の文書群に対して、新しい英語または中国語の検   

索課題で検索を行い、その検索有効性を調べる。使   

用するテストコレクションとしては、ChineseInfor－  

mationRetrievalBenchmarkl（CIRB－1）を使用す  

る。これは、（1）文音データベース（台湾の通信社5  

社から提供されたこユース記事132，173件）、（2）検  

索課題50件（英語・中国語各50件ずつ）、（3）正解  

文春リストからなる。詳しいタスクの説明について  

は、http：／／www．1ips．1is．n七u．edu．tw／cirb／index・htm   

を参照。   

日本語・英語検索タスク（JapaneseandEnglish  

IRTasks）：日本語の単言語検索、英語の単言語検  

索、および英語・日本語の言語横断検索。訓練用セッ  

トとしては、テストコレクション1（NTCIR－1）の（1）  

文書データベース（学会発表論文の著者抄録約33万  

件、日本語・英語）、（2）検索課題83件（日本語の  

み）、（3）正解文書リストを使用する。評価用セット  

としては、テストコレクション2（NTCIR嶋2）（予備  

版）の（1）文書データベース（科学研究費補助金研究  

成果報告の要旨約30万件と学会発表論文の著者抄録  

約10万件、日本語・英語）、（2）検索課題49件（日  

本語、英語対訳で各49件ずつ）を僅属する。  

3 NTCIR－1とNTCIR－2   

3．1 文書データ   

3．1．1 NTCIR－1の文書データ  

文書データベースは、国立情報学研究所（旧学術  

情報センター）が提供している「学会発表データベー  

ス」の一部を使用している。「学会発表データベース」  

は、日本国内の65学協会の協力を得て、全国大会、研  

究会などの発表論文要旨（著者抄録）を集めたもので、  

NTCIR－1では、このデータベース中から約33万件を  

選定し、一般的に検索に用いられるフィールドである  

「標題」、「著者」、「発表学会」、「発表年月日」、「著者  

抄録」、「著者キーワード」を抽出し、文書データベー  

スとして用いている。文書の約半数が日英対訳であり、  

文書データベースには、JEコレクション（日英文書全  

体）、Eコレクション（英語の標題と抄録を持つレコー  

ドの英語部分のみ）、Jコレクション（日本語の標題と  

抄録を持つレコードの日本語部分のみ）の3つのコレ  

クションがある。文書データの例を図1に示す。  
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Jコレクション（日本語文書データ）については、日  

本語解析ソフトウェアHappine＄S／BASE3．5t4】を用い  

て、テキストを自動的に語と語構成要素に分割した語  

分割テキストも捷供している。語の区切（強い区切）  

は全角空白、語構成要素の区切（弱い区切）は全角ア  

ンダースコアである。   

J、EコレクションについてはⅣTCIR－1とほぼ同  

じであるので、語分割テキストの例を図2に示す。  

図2．NTCIR－2の文書データの例  

（学会発表DB、語分割テキスト）  

図1．NTCIR－1の文書データの例  

（学会発表DB、Jコレクション）  

（REC〉  

（ACCN〉g乱kkai・0000011144（／ACCN〉  

（TITL TYPE＝”kanji，り電子原宿・電子出版t電子固沓館－  

「SGML実験詰」の作成実験を通Lて〈／TIでも）  

くAUPKTYPE＝”kanji”〉根岸正光（／AUPK）  

くCONFTYPE＝”kanji”〉研究発表会（情報学基礎）〈／CONF〉  

（CNFD）1991・11．19く／CNFD）  

（ABSTTYPE＝”ka．nji”〉（ABST．P〉電子出版というキーワー  

ドを中心に、文献の執筆、編集、印刷、流通の過程の電子化に  
ついて、その現状を整理して今後の動向を検討する。とくに、電  

子出版に関する国際規格であるSGML（StandardGeneraliォed  

MaJkupLan卯喝e）に対するわが国での動きに注目し、学術  

情報センターにおける「SGML実験誌」およぴその全文CD・  
RO～Ⅰ版の作成実験を通じて得ちれた知見を報告する。また電  

子図沓館について、その諸形態を展望する。出版文化に依拠す  
るこの種の社会システムの場合、技術的な問題というのは、そ  

の技術の社会的な受容・浸透の問題であり、この観点から標準  

化の重要性を論じる。〈／ABST．P）〈／ABST〉  

くKYWDTYアE＝”kanji－り電子出版／／電子図番館／ノ電子  

原塙／／SGML／／学術情報センター／／全文データベース  

く／KYWD〉  

〈SOCNTYPE＝”ka．nji”〉情報処理学会（／SOCN〉  

（／REC〉  

〈REC〉  

〈ACCN〉帥khi－j－0000441590〈／ACCN〉  

（TIでLTYPE＝’，k乱nji，り大規模岬テストコレクション＿ⅣT－  

CIR － 1 の 構築 （1） － プーリング と  
正解＿判定 の 分析 －（／TITt」〉  

〈AUPKTYPE＝”kanji”〉栗山和子／江口嬉ニ／野末俊比  

古／神門典子（／AUP王く〉  

〈CONF〉全国＿大会（／CONF）  
〈CN■FD〉1999．09．28－1999，09・30（／CNFI）〉  

〈ABSTTYPE：＝一，kanji，，）（ABST・P〉本＿研究 の 目的 は  
、（1）大規模－テストコレクション を 構築 す  
る 手法 と して の プーリング の 有効性 を 検証   

し、（2） プーリング＿件数 が 検察＿システ  
ム の 評価 に 関連 が ある か どうか 調べ、  

（3）正解＿判定 の 際 の 判定 の ゆれ が シ  
ステム の 評価 に 関係 して くる か どうか を  

明らか に する こと で ある。く／ABST．P〉くABST．P〉  

（以下省略）  

3，1．2 NTCIR－2の文書データ  

文書データベースは、国立情報学研究所が提供し  

ている「学会発表データベース」の山部と「科学研究  

費補助金研究成果報告概要データベース」の一部を便  

周Lている。   

「学会発表データベース」からの文審データは、  

NTCIR－1に収録後に新たに追加されたデータの中か  

ら約10万件を選定し、NTCIR－1と同じフィールドを  

抽出したものである。   

「科学研究費補助金研究成果報告概要データベー  

ス」からは、このデータベース中から約30万件を選  

定し、「報告年度」、「研究分野コード」、「研究課題名  

（標題）」、「研究報告概要（抄録）」、「図表の見出し」、  

「著者キーワード」を抽出し、文書データベースとして  

用いている。   

学会発表DBからの文書の約半数と科研報告DB  

からの文書の約25％が日英対訳であるが、文書データ  

ベースとしては、完全に日本語文書デー タと英語文書  

データを分け、英語文書の文書番号（ACC呵を付け  

かえ、文書番号による対応付けはできないようにして  

ある。   

コレクションとしては、ⅣTCIR－1のEコレクショ  

ンとJコレクションに対応するものとして、Eコレク  

ションとJコレクションの2つのコレクションがあり、  

3．2 検索課題   

検索課題は、分野の専門家（大学院生以上）から、  

インタビューあるいは一定の形式で形式の検索課題記  

入フォームによって収集された【恥正解文書数が少な  

すぎて検索性能評価に影響を与えないように、予備検  

索を行い、正解文書数が5件以上あるものを選択して  

いる。   

NTCIRワークショップ1用には、検索システムの訓  

練用検索課題30件（topicOOOl－0030）と評価用検索課題  

53件（七opicOO3ト00錯）を用意し、両方の検索課蓮を合  

わせた83件を最終的なテストコレクション1（NTCIR－  

1）のCI）一ROMに納めた。NTCIRワークショップ2で  

は、検索システムの訓練用としては、NTCI払1の検  

索課題83件を使用し、評価用検索課題として新たに  

日本語検索課題と英語検索課題それぞれ49件を用意  

した。日英の検索課還は対訳になっている。   

topicOOOl－0030、tOPicOO31・0083、NTCIRワーク  

ショップ2の評価用検索課題は、それぞれ概念（キー  

－59－   



ワード）の部分で若干形式が異なっている。図3に  

NTCIRワークショップ2の評価用検索課題の例を示す。   

検索課題の形式は、初期のTRECの検索課題に準  

じ、SGMI」形式に類似したタグが付与されている（タ  

グの詳細は、囲を参照）。   

図3．ⅣTCIRワークショップ2の評価用検索課題の例  

検索システムを用いたマニュアルでの追加検索を行い、  

正解文書侯補を収集して、追加判定を行った。正解判  

定は、1つの検索課題について判定者2人で行い、最  

終的な判定は両者の協議に基づいて主判定者が行って  

いる。判定は、「正解（A）」、「部分的正解（B）」、「不正  

解（C）」の三段階である。   

以前の著者らの論文軋［9】，〔10】では、プーリング  

の方法による正解文曹リストの網羅性・公平性、複数  

判走者による正解判定の一致度の影響などについて検  

証し、評価用テストコレクションとして有効性に問題  

がないと考えられたので、NTC工Rワークショップの評  

価用検索課題のための正解文書リストの作成について  

も、同様の方法で行う予定である。  

〈TOPICq＝0101〉   

〈でITLE〉  

B型肝炎  
くノTIでLE）   

くDESCRIPでION）  
遺伝子工学的手法によるB型肝炎ワクチンの開発について論じ  

ている文献  

〈／DESCRエPTION〉   

くNARRATIVE〉  
肝炎などのウイルス性疾患に対する安全かつ有効な予防法の確  

立は21世紀に向けての医療分野での重要な課題である。その  

ため、洩伝チエ学的手法によるB型肝炎ワクチンの開発につい  

て論じていれば検索要求を満たす。開発されたB型肝炎ワクチ  

ンの物理化学的特性を論じているものやその免疫力増強に有効  
な免疫アジエバントについて論じているものも検索要求を満た  

す。しかし、遺伝子工学的手法に触れていない論文は不可。ま  
た、B型肝炎以外のワクチンも不可。  
く／NARRATIV呵   

〈CONCEPT〉  

孔．B型肝炎，  

b．遺伝子工学的手法，  

c．ワクチン，予防稲穂  
〈／CONCEPT〉   

くFIELD〉  

7．医学・歯学  

（／FIEL工）〉   

く／TOPIC）  

4 続計的データ   

4．1 レコードの長さ  

NTCIR－1とNTCIR－2のJコレクション、Eコレク  

ションのそれぞれのレコード数を表1に示す。NTCIR  

ワークショップではNTCIR－1およぴ2を使用する。  

表1．レコード数  
文書  mlcl  ntc2g  ntc2k   計   

日本語（J）    332，918  118，177  287，07l  736，166 

英語（E）    187，080  77，433  57，545  3221058 

1：NTCIR－1（学会発表DB）、ntC2g：NTCIR－2（学会党費DB  
ntc2k：NTCIR－2（称研報告DB）  

NTCIR－1と2の日本語文書レコードの長さについ  

てのデータを表2，3，4に示す。ntCl－jlはNTCIIR－1の  

Jコレクション、ntC2－jOgはNTCIR－2のJコレクショ  

ンのうち「学会発表データベース」から、ntC2－jOkは  

「科学研究費補助金研究成果報告概要データベース」か  

ら、それぞれ選定された部分である。  

表2．ntcl－jlの長さ（学会発表DBから）  
（全332，918レコード）  

3．3 正解文書リスト  

大規模テストコレクション構築における正解文書候  

補の収集の手法としては、TRECなどで用いられてい  

るプーリング（Pooling）法がある。プーリング法では、  

同一課題に対して複数の検索手法を用いた複数の検索  

システムによる検索結果の上位一定数を集めてプール  

し正解文書候補として、それに対して正解判定を行う。   

ⅣTCIR－1の検索課．題83件については、プーリン  

グ法を用いて、正解文書リストを作成した。正解文奮  

侯禰収集の基本的な方法は、ワークショップ参加者か  

ら提出された検索結果の上位一定数のプーリングとし、  

そのプールに対して正解判定を行った。また、正解文  

書数が50件以上である検索課題については、対話型  

文字数・個数  TTTI一   ABST  KYWD  全体  
文字数  個数  文字数  個数   文字数   

maX   320  30   8，118   23   8，318   

mim   2  6   3   84   

aVe   28．5  1．3   284．8   4．1   439．6   

Var   135．6  0．6  16，852．8   2．6  205，918．8   

5dev   11．6  0．8   129．8   ●   453．8  

TITエバ積層、ABSで：抄録、KYWD：キーワード、  
m乱文：最良、mim：最短、aVe：平均、Var：分散、さdev：標準偏差  
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図4．抄録（ABST）の長さの分布  

表3．ntc2－jOgの長さ（学会発表DBから）  
（全116，177レコード）  

後の追加分である）ので、最長（max）、最短（min）の  

レコードの主なフィールド中の長さに遠いはあるもの  

の、全レコードの平均（ave）では、主なフィールドや  

全体の長さはほほ同じであり、図4や標準偏差（sdev）  

からわかるように、長さの分布も似ている。   

それに対して、ntC2－jOkは、「科学研究費補助金研究  

成果報告概要データベース」とし．、う異なるデータベー  

スから選定されたものであるので、標題（研究課竜名）  

の長さはntcトjlと同程度であるが、抄録（研究報告  

概要）の長さは平均で約2倍であり、図4の通り、分  

布全体が2倍の位置にずれていることがわかる。また、  

標準偏差から見て、抄録の分布はntcトjlとよりは少  

し狭い範囲になっている。   

NTCIRワークショップ2では、NTCIR・1と2の  

文書の両方を検索対象とするが、図4からわかるよう  

に、NTCIR－1＋ⅣTCIR－2は、長さの分布の異なる文  

書集合の和であるので、分布が集中するところがニケ  

所ある。このように、長さの分布のピークが複数ある  

文書データベースが検索にどのような影響を与えるの  

かは、NTCIRワークショップ2の検索結果の評価後、  

分析できれば、と考えている。   

レコード全体の長さでは、ntCトjlとntc2－jOgに対  

してn七C2－jOkは、レコードに含まれているフィールド  

が異なるので、表2，3，4の標準偏差からわかるように、  

文字数・慣数    TITL   ABST  KYWD  全体  
文字数  個数  文字数   個数   文字数   

ma．X  169  31  4，327   16   4，480   

mln  3  4   3   83   

乱Ve  30．1  1．5  328．2   4．1   484．8   

Var    144．7  1．6  49，713．9   2．4  279，486．8   

sdev  12．0  1．3  223．0   1．6   528．7   

T  ITL：横腹、ABST：抄録、KYWD：キーワード、   

maェ：敢長、mi爪：最短、aYe：平均、▼af：分散、Sdev：頗準備裏  

表4．ntc2－jOkの長さ（科研報告DBから）  
（全287，071レコード）  

工字数・鮨故  TITL  ABST  KYWD  全体  
文字数l個数 文字数    個数   文字数   

maX   148  44  8，851   29   9，018   

min   4   54   

aVe   27．8  3．7  737．0   5．9   853．5   

Vaf   73．7  6．7  26，952．5   3．4  728，513．8   

5dev  臥6  2．6  164．2   1．8   853．5   

TIでL；標題（研究課題名）、A8ST：抄録（研究報告概要）、   

KYWD：キーワード、maX：最良、mirL：最短、a．Ye：平均、Y礼r：分散、  
sdeY：標痩偏差  

また、図4に、ntCl－jl、ntC2－jOg、ntC2－jOkのそれ  

ぞれ、および、その和岬TC托し1と2の日本語文書）  

（all）の抄録の長さ（文字数）の分布をグラフとして  

示す。   

表2，3，4、図4からわかるように、NTCIR－1と2  

の日本語文書レコードでは、抄録の長さが異なってい  

る。ntC2－jOgは、ntCl－jlと同じ「学会発表データベー  

ス」から抽出された文書レコードである（ntcl－jl作成  
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ntc2－jOkの方がばらつきがある。   

4．2 異なり語数  

ⅣTCIRワークショップ2では、海外からの参加者に  

対するサポートとして、あるいは、NTCIR－1よりも詳  

細なシステム間の比較を可能にするために、NTCIR－1  

とNTCIR－2に日本語文書データと日本語検索課題に  

ついて、あらかじめ語と語樽成要素に分割したテキス  

ト（語分割テキスト）を周意し、配布している。分割  

には日本語解析ソフトウェアHappiness／BASE3・5［4】  

を用い、テキストを自動的に分割している。語分割テ  

キスト中では、語の区切（強い区切）は全角空白、語  

構成要素の区切（弱い区切）は全角アンダースコアと  

して分割を示している。   

本節では、ⅣTCIR－1とNTCIR－2の日本語文書デー  

タ（ntcl－jl，ntC2－jOg，ntC2－jOk）に対する語分割テキス  

トデータ（n七cl－jl－Wa．kachi，ntC2珊Og，ntC2－WOk）を使  

用し、異なり語数とその出現頻度を数えた。また、n七c2  

としてntc2珊Ogとntc2－WOkの日本語文書データを合  

わせたもの、ntC－a．11としてn七cl－jl－Wakachi，ntC2－WOg，  

ntc2－WOkを合わせたものについても異なり語数と出現  

頻度を数えた。英語文膏データについては、英文は空  

白で単語ごとに区切られており、異なり語を数える際  

には、複数の単語からなる複合語をどのように分割し  

て1語（七erm）とするかという問題があるので、本稿  

では扱わないことにする。   

異なり語は、（1）強い区切だけで区切った場合（語  

のみ）と（2）強い区切と弱い区切だけで区切った場合  

（語と語校正要素）のそれぞれについて数えた。ただ  

し、全角（2バイト文字）のアルファベット、数字、ピ  

リオド「．」、コンマ「，」は相応する半角（1バイト文  

字）のアルファベット、数字、ピリオド「．」、コンマ  

「，」と同じものとみなし、半角の空白も強い区切とみ  

なした。   

表5に、ntCl－jl－Wa．kachi、ntC2－WOg、ntC2－WOkの  

それぞれについて、（1）強い区切で切った場合と（2）強い  

区切と弱い区切で切った場合、のそれぞれののべ語数、  

異なり語数、その出現頻度の平均、分散、標準偏差、変  

動係数を示す。表6に、ntC2（“ntc2－WOg”＋”ntc2－WOk  

”）とntc－al1（”ntcトjl－Wakachi”＋“ntc2qwOg”＋”rLtC2－  

wok”）のそれぞれについて、表5と同じ種類の値を示  

す。また、図5，6に、出現頻度の分布をグラフとして  

示す。ただし、単位は出現頻度の常用村数である。   

表5．異なり語数（ntcl－jl－W，ntC2－WOg，ntC2－WOk）  
rlヒqトjl－▼ak払Chi  ntc2－W8g   ntcユーWOk   

10tal  46，595，139  18，510，315  97，753，509  

terln   2，265，248   1，114，708   3，929，792  Seglnemt         さtrOmg                    aVe  20．6  16．6  24．9   VaJ  14，923，747．8  4，570，773．8  387960，337．8   ＄dev  3，863．1  2，137．9  6，241．8   CV  187．8  128．7  250．9   
も0もal  56，044，058  22，038，575  114，180，102  

如rong  704，964   410，196   1，294，166  

＆  払Ve   79．5   53．8   88．2  
weak  

3dev   6，988．8   3，551．0   10，939．1  

CV   87．9   66，0   124．0  

total：のペ冨昏数、terln；異なり詣数、礼Ve：出現頻度の平均、  

vaf：出硯頻度の分散、Sdev：出現頻度の横埴偏差、CV：出現頻度の変動係数  
由Ong：強い区切、血Ong＆we払k：強い区切と弱い区切  

表6．異なり語数（ntc2，ntC－al1）  

Segmemt  ntc2   ntc－all   

t08al  116，263，824  162，858，963  

terln   4，634，935   6，147，134  
St10ng                aVe   25．1   26．5  

Ⅴ礼工  46，117，160．4  67，849，169．4  

・● －   6，791．0   8，237．1  

CV   270．7   310．9   

total  136，218，677  192，262，735  

1，482，052   1，831，047  

105．0  

StrOmg ＆ weak         te一皿       aVe  91．9     Var  145，844，261．8  230，448，927．1   sdev  12．076．6  15，180．5   CV  131．4  144．6  
total；のべ語数、term：異なり脂数、aVe：出現頻度の平均、  

var：出現原産の分散、Sdev：出現頻度の標準偏差、CV‥出現傾度の変動係数  
さtrO叩：強い区切、如Ong＆w的k：強い区切と弱い区切   

前節で見たように、ntC2－jOk（科研報告DBから抽  

出）の抄録は、平均では、ntCl－jlとntc2－jOg（学会発  

表DBから抽出）の抄録の2倍の長さであった。表5  

からわかるように、異なり語数もほぼ2倍近くになっ  

ているが、一般的には、抄録の長さが長くなるのに比  

例して異なり語数が単調に増加するとは考えられない。  

しかし、同じ語が出現する回数は、抄録が長くなれば  

増えると考えられる。表5では、平均出現頻度（折e）  

が増えており、出現頻度の標準偏差（sdev）も増えてい  

ることから、1つの語の出現回数は増えているが、少  

数回した出現しない語の数も増えているので、全体と  

して抄録が長くなるほど、語の出現頻度はよりばらつ  

てくることがわかる。   

麦6から、ntC2，ntC－al1とも、異なり語数は、表5  

のそれぞれデータベースでの異なり語の総和よりは′ト  
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ギ滝＄李㌢㌍摩♂  
図5．語の出現頻度の分布（強い区切）  
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図6．語の出現頻度の分布（強い区切と弱い区切）  
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ストの公開を快諾してくださった（株）平和情報セン  

ターに深く感謝いたします。   

本研究を行うにあたり、国立情報学研究所の影浦  

峡助教授から統計的手法に関するご助言をいただきま  

した。ここに心から感謝いたします。  

さくはなっているものの、複数のデータベースに重複  

して出てくる語がそれほど多くはないことがわかる。  

また、出現額度の標準偏差からわかるように、異なる  

データベースを合わせると、語の出現頻度はよりばら  

ついてくる。   

園5，6から、強い区切と、強い区切と弱い区切での  

語の出現頻度の傾向は、ほぼ同じようになることがわ  

かる。  
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5 まとめ  

情報検索において、索引語を自動的に識別する指標、  

ベクトル空間型モデルでの文書と検索質問との類似度、  

文書のカテゴリ分けなどでは、文書内に対する語の出  

現頻度のヴァリエーション（文書内での相村出現頻度と  

全文書における相対出現頻度との差や比、t丘df（「ある  

文書diLニおける語亡jの出現頻度（TermFrequency）」×  

「逆文書頻度（InverseDocumentFrequency）（1／njの  

ヴァリエーション、頼ま語£ブが出現する文番数）」）、相  

澤が文献【1】，［2Jで述べている軌1i（「咄×「カルパソク  

ライプラー情報量（Kullback－Leiblerinformation）」）  

などが使われている。語の特徴量や個々の文書の分類  

ということではなく、コーパスとしてのデータベース  

全体の性質を比較するものとして、主にレコードの長  

さと語の出現頻度について述べたが、今後、上のような  

文書ごとの指標の観点からも詳細な考察が必要である。   

現時点では、まだ、NTCIRワークショップ2での  

検索結果提出とその評価は行われていないので、文書  

データベースの性質の遠いが検索に与える影響につい  

て述べることはできないが、今後の課題として、4章  

で述べたような、文書の長さや異なり語数などから見  

た文書データベースの遠いが検索システムの検索結果  

やその評価にどのような影響を与えるか検討したい。  
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